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特定テーマに対する技術提案書（１）
	特定テーマ１
都市計画道路の事業評価にあたっては、基本的に国土交通省による「費用便益分析マニュアル」に基づき、「走行時間短縮便益」、「走行経費減少便益」、「交通事故減少便益」の３便益について貨幣価値化し、それを基に費用便益比（B/C）として評価を行っている。
今後、本市独自の費用便益分析マニュアルを策定するにあたっては、本市の地域特性や事業特性等を的確に把握し、それらを基に、発現する事業効果を広範かつ多面的、適切に便益として抽出するとともに、事業コストの実態や不確実性を踏まえた総合的な評価手法を検討する必要がある。
ついては、本市の特性を踏まえ、事業コストの実態と合わせた独自の事業効果を抽出するにあたっての視点や課題を列挙し、抽出した事業効果を便益として定量化しマニュアルとして整理するための検討プロセスを述べるとともに、列挙した課題を解決する手法について述べること。
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